
「ゆうちょ銀行とは、どのような銀行ですか」――社長就任
以来、投資家をはじめとするステークホルダーの皆さまから
最も多く寄せられる言葉です。私は、この問いを真摯に受け
止めてきました。改めて、申し上げます。私たちは、「お客さま
からお預かりした信頼を、未来へつなぐ銀行」であり、この歩
みを着実に進めることが私自身の使命です。世界は今、大き
く動いています。その中で、この問いに向き合い、耳を傾け、
未来を描く過程で、私自身も当行や日本郵政グループの強み
を再認識してきました。

その強みの源泉は、全国2万を超える郵便局ネットワーク、
そして、約1.2億口座という日本最大級の強固な顧客基盤で
す。これは当行にとってかけがえのない財産であり、歴史を歩
む中で、日本全国あらゆる地域で、お客さまの日常に寄り添
い続け、ともに紡いできた信頼の証でもあります。

一方で、私たちのビジネスは、いわゆる一般的な商業銀行
にみられる、「預金で調達した資金を貸出を通じて収益化す
る」といったビジネスモデルとは異なり、全国のお客さまから
お預かりした大切な貯金を原資に、グローバルなマーケット

私たちの歩みと揺るがない強さ――
お客さまの信頼を、未来へ

視界は開けた――
未来へと続く、新たな航路

私たちが目指す2040年
「日本随一の総合金融プラットフォーマー」
そして「世界有数のマーケットプレイヤー」へ

で資金運用することで収益を創出しています。私たちがお預
かりしている貯金は、単なる資金ではありません。それは「信
頼」という、目に見えない、しかし最も大切な資産です。この信
頼の重みを胸に、責任ある運用を行うこと――これが当行の
お客さまへの約束です。日本全国に根差したリテールバンク
であると同時に、世界有数の巨大な機関投資家でもある。こ
の二面性を持つビジネスモデルこそが、ゆうちょ銀行を唯一
無二の存在にしており、この「顧客基盤」と「運用力」の掛け合
わせが、当行が他行と一線を画する本質的な強みだと考えて
います。

市場運用においては、当行は絶えず変化する金融環境に対
し、機動的に対応してきました。かつて日本国債が中心だった
ポートフォリオに、外国証券やプライベート・エクイティ（PE）、
不動産といったオルタナティブ資産を組み入れる「運用のパ
ラダイムシフト」を大胆に遂行し、グローバルな機関投資家と
しての地位を確立しました。私自身、ゆうちょ銀行がさらなる
発展を目指して上場した2015年11月4日の前営業日に入社
し、まさに、この運用改革を担う一員として力強く推進してま
いりました。

2023年以降は、日本に「金利のある世界」が戻り、新たな発
展の局面を迎えています。当行は、金利上昇局面で「円金利

この1年、日本を代表する金融機関のひとつとして、国
内外の政府要人、世界の名立たるCEO、アセットマネー
ジャーなど、トップクラスの方々と金融・経済の現状等に
ついて率直に意見交換をする機会を多くいただきました。
そうした中で、さまざまな立場の方とマーケットビューを
共有することは、市場を俯瞰して捉えるうえで大変有意義
であり、新たな発想や気付きを得る貴重な機会にもなっ
ています。

日本の金融市場はこの1年で、大きな転換点を迎えまし
た。その変化は資本市場からの評価にも表れており、当行
を含む多くの銀行がPBR1倍を超えるなど、特に銀行業へ
の期待感は顕著に高まっています。当行においては、株価
は最高値を更新し、時価総額が10兆円を突破する等、上
場来の記録を大きく塗り替えました。

私はこれを単なる市況の追い風とは捉えていません。こ
れまで進めてきた構造改革や未来を見据えた取り組みが、
ようやく資本市場から評価され始めた結果だと考えてい
ます。

直近では、ゆうちょアセットマネジメント株式会社の設
立、ブロックチェーン技術を活用したトークン化預金によ
る新たな決済サービス、若年層向けの新たなクレジット
カード、クラシル社や neoAI 社等のパートナー企業との
提携など、新しいビジネスに向けたさまざまな取り組みを
公表した際には、大きな反響をいただきました。従来の「伝
統的な銀行」のイメージを超え、「新しい金融を創る主体」
としての可能性を、多くの皆さまに期待を持って受け止め
ていただけたものと感じています。

一方で、日本郵政グループにおける情報の不適切な取
り扱いなど、グループガバナンスの視点で向き合うべき
テーマや課題も明確になりました。

このように、当行の未来に向けた視界は明るいと考えて

2040年にありたい姿として掲げた中長期ビジョンの一つ目
は「お客さまの多様なニーズに応え、人生に伴走する日本随一
の総合金融プラットフォーマー」。二つ目が、「国内外への投資
を通じ、お客さまの資産価値向上とサステナブルな社会の実
現を目指す世界有数のマーケットプレイヤー」となることです。
「総合金融プラットフォーマー」には、多くのお客さまにあまね

く利用いただく銀行として、「郵便局・ゆうちょ銀行なら、人生の
あらゆる場面で、いつでもどこでも金融面で寄り添い続けてく
れる」といった、お客さまにその安心と利便性を実感していただ
きたいという思いを込めています。「縁の下の力持ちになるこ
とを厭うな。人のためによかれと願う心を常に持てよ」――日本
郵政グループの原点、「日本近代郵便の父」前島密翁の信条は、
まさに私たちが目指す「総合金融プラットフォーマー」の姿勢そ
のものです。今後も、私たちは盤石な体制のもと、お客さまの
多様化するニーズに応え、人生に伴走し続けてまいります。

一方、「世界有数のマーケットプレイヤー」には、「世界から認
められる存在になっていく」という強い意志を込めています。私
たちのビジネスモデルはバランスシートに大きな特徴があり
ます。一般的な商業銀行とは異なり、ゆうちょ銀行は、貯金（負
債）を国債・外国証券等の有価証券（資産）で運用し、巨大なア
セットオーナーとして運用収益を上げるというものです。お客
さまは大切なお金とともに私たちに信頼を預けてくださって
います。だからこそ、その信頼に応えるため、責任を持って、お
預かりした資金を長期的視点で運用し、その成果をお客さまや
株主の皆さまへ還元するとともに、自らの成長投資にも活用し、
新商品・サービスとしてお客さまへお届けし、当行をいっそう長
く深くご利用いただく――この好循環を創り出していきます。

そして、これまで「アセットオーナー」として培ってきた運用力
を基盤に、市場運用ビジネスそのものを成長領域として確立
していきます。とりわけ、金融市場環境の変化が経営に与える
影響が大きい当行においては、環境変化に応じた判断や対応
を迅速に行えることが経営には不可欠で、実際にその手応え

いますが、企業経営を航海になぞらえるならば、私自身は
ゆうちょ銀行という大きな船の船長であり、常に進むべき
航路を示し続けることが役割だと考えています。荒波の
中でも進むべき方向を定め、未来の針路を示していく
――その思いのもと、2040年に目指す姿として「中長期
ビジョン」を策定し、これを実現するための第一歩として、
2026年5月に新・中期経営計画を公表しました。私たち
は今、まさに非連続的な成長に向けた新しいステージの
入り口に立っています。この大きな変革期を乗り越え、さ
らなる高みを目指してまいります。

株式会社ゆうちょ銀行
取締役兼代表執行役社長

1 マネジメントメッセージ

旧東京中央郵便局長室（KITTE丸の内）にて撮影

トップメッセージ

ポートフォリオの再構築」を開始し日本国債への投資を積み上
げる一方、環境変化に耐え、さまざまなリスクに対応できる体
制の高度化に取り組み、機動的に運用ポートフォリオを見直し
てきました。その結果、ここ数年の収益は右肩上がりで推移し、
2025年度には3期連続で上場来最高益を達成しました。

ゆうちょ銀行は、唯一無二の強みを最大限に活かしながら、
真の金融プロフェッショナル――すなわち、お客さま本位を
前提とした金融コンサルティングと機関投資家としての運用
力を、より高いレベルで両立する存在となるべく、新たな成長
ステージに踏み出します。私には、頼もしい社員という仲間が
います。役職員一丸となって、企業価値向上に向けた歩みを、
さらに力強く進めてまいります。
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1 マネジメントメッセージ

トップメッセージ

ここまでお伝えしてきた中長期ビジョンを実現するため
の第一歩と位置付ける新・中期経営計画（2026-2028
年度）では、最終年度である2028年度の当期純利益を
2025年度の5,255億円から1兆円超へ倍増し、ROE は
5.3％から10％程度に引き上げることを掲げています。こ
れらは従来の成長トレンドとは一線を画す非連続な成長
を目指すものであり、変化の大きい環境下において、ゆう
ちょ銀行を次の成長ステージへ導くという私自身の強い
覚悟を込めております。これらの目標は計画を着実に実
行すれば十分に実現可能であると手応えを感じており、計
画達成に向けて自信を持って進めてまいります。

当行を取り巻く環境が劇的に変化する中でも、当行が
企業価値向上の歩みを着実に積み重ねてこられた背景に
は、ここ数年の取り組みの成果があります。円金利ポート
フォリオの再構築等を通じたポートフォリオの機動的な見
直しにより、収益構造の安定性と持続性が一段と高まった

ゆうちょ銀行という大きな船を動かす最大の原動力は、
役職員一人ひとりの力と、その結束によって生まれる組織
力にほかなりません。成長過程にある当行が着実に前進
していくには、それぞれが挑戦し続けるマインドを持ち、組
織として力を結集していくことが不可欠です。私は経営に
おいて、「組織の力をいかに最大化するか」を最も重視し
ています。同じ船に乗る社員でも、一人ひとり価値観や
バックグラウンド、視野も異なれば、最も重視する時間軸
も異なります。しかし、組織全体が一本の線となって同じ
方向を向き、双方向のコミュニケーションがしっかりと機
能している組織は強い――私はそう考えています。

この考えは、2024年6月に私自らが委員長となって発足
した「みんなの声委員会 -ECHO-」を通じて実現に向かっ
ています。ECHOでは、組織文化・風土改革、生産性向上、
新規ビジネス創造、既存ビジネス点検の4つのテーマで
チームを組成し、委員会発足3年目となる2026年度は社
員自らの応募により総勢約150人態勢で取り組んでいま
す。若手からベテランまで、さまざまな部門の社員が、自ら

「会社を良くしたい」という熱い思いで参加し、活躍してくれ

非連続な成長を成し遂げる
新たな成長ステージで当期純利益倍増へ

私たちの原動力――
チームワークが未来を創る

「生まれ育った、この日本が好きだから。」

私が、ここに立つ理由

大学では理工学部応用化学科で高分子を研究し、実験漬け
の毎日を送っていました。そんな中、とある先輩との出会いを
きっかけに産業金融に関心を持ち、「日本の産業を活性化し、
社会に貢献したい」という想いで金融業界に飛び込んで早30
年。今まさにその最前線に立ち、仲間たちとともにこの国の未
来を創り、次世代へつないでいくという挑戦に大きな期待を
膨らませています。

私のキャリアは日本長期信用銀行の激動期から始まりまし
た。奇しくも金融業界の大転換とともに歩んできたことになり

ます。しかし、私を形づくってくれたのは、制度でも理論でもあ
りません。あの土地、あの時代、一つひとつの出会いと巡り合
いです。

岡山、神奈川、富山、大阪、広島――少年時代を過ごしたこ
れらの地で得た縁は、今もなお私を支え、突き動かす原動力と
なっています。

“最も身近で信頼される銀行”の一員として、人々の生活に
寄り添い、日本社会を成長させていくこと。これが、私が挑み
続ける志です。

を感じています。そして、「貯蓄から投資へ」の流れを見据えて
進めてきた取り組みのひとつが、2026年4月に設立した「ゆう
ちょアセットマネジメント株式会社」です。新会社では、当行の
運用スケールを活かした投資機会の共有、アセットオーナーの
視点に立った商品提供、そしてこれまで個人のお客さまには開
かれてこなかった運用機会の提供を通じて、特色あるアセット
マネジメントビジネスを展開し、高まる投資ニーズに応えるた
め、私自身が、例えば、「もし自分が20代に戻ったら投資したい」
と思えるような真に価値ある運用商品をお届けしていきます。

そのためには、単なる商品ラインアップの拡充ではなく、こ
れまで機関投資家にしか提供されてこなかった高度な運用商
品を、個人のお客さまにも届けたいと考えています。それもま
た、私たちの市場運用ビジネスの発展に加え、政府が掲げる「資
産運用立国」の実現に向けた、ゆうちょ銀行が果たすべき社会
的役割であると考えています。

また、中長期的な地域経済活性化への貢献を目的として、
2026年4月に「ゆうちょキャピタルパートナーズ株式会社」に
おいて、地域事業承継を目的とした300億円規模の旗艦ファン
ドを組成しました。こうした将来を見据えた種まきが可能となっ
ているのは、「金利のある世界」のもと、腰を据えて骨太な施策
を検討できる経営環境を整えてきたからだと感じています。

ゆうちょ銀行の強みを最大限に発揮し、資金循環の新たな
モデルを創出することで、世界から認められ、選ばれる金融機
関へ成長していきたい、その思いをいっそう強めています。

ことに加え、お客さま接点の起点となるゆうちょ通帳アプ
リは邦銀屈指の規模へと成長し、デジタルチャネルを通じ
た価値提供力が大きく向上しました。また、日本郵政株式
会社による二度の株式売出しを経た民営化プロセスの大
きな前進は、当行の事業展開にいっそうの自由度と機動
性をもたらしました。こうした変化を背景に、ステークホル
ダーの皆さまからの高い期待感を肌で感じており、協業
や新規事業に関する多様な提案やご意見をいただく機会
も増えています。社内でも日々議論を深めており、これも
また、企業体として強くなっていく重要なプロセスかつ将
来の企業価値向上に向けた重要な機会であり、大きな財
産であると私は考えています。こうした環境変化と議論も
踏まえ、新・中期経営計画では、中長期ビジョンを成し遂げ
るための2つのミッションと、その達成に向けた4つの事業
戦略を定めました。新・中期経営計画の3年間がきわめて
重要な成長期間になると確信しています。

当行は200兆円超の資産を有しています。この巨大な
資産基盤をいかに活用し、持続的な価値創造の好循環を
構築するか、これこそが新・中期経営計画の核心です。日
本国債への投資推進に加え、クレジット資産や、PE・不動
産などの戦略投資領域のリスク・リターン向上による運用
収益拡大、ATM や決済サービスなどの役務収益増加に
取り組んでいきます。

また、新しいビジネスを積極展開していくためには、成
長投資も欠かせません。特にAIに関しては急速な技術展
開がみられますが、当行が重視するのは、お客さまにとっ
ての体験価値向上や抜本的な生産性向上に直結するかど
うかという視点です。そして、当行には約1.2億口座を支
える日本最大級のシステム基盤があり、この基盤の安定
運用は事業運営の根幹を成します。戦略的な投資だけで
なく、お客さまに安心・安全なサービスを提供するための
インフラにも投資をしていきますし、金融機関としての安
定性を確保するためのサイバーセキュリティ対策にも万
全に取り組んでまいります。インフレ環境下であり、一定
のコスト増も想定されますが、必要な IT 投資や人的資本
への投資を着実に進めつつ、営業経費増加を適切にコン
トロールしていきます。そして、周囲に流されず、自分たち
がやるべきことを見極めてまいります。

こうした投資を進めながらも、2028年度の当期純利益
は1兆円を超える水準を実現できると見込んでいます。た
だし、収益の拡大は当然重要であるものの、重視すべきは
お客さまの利便性を高め、長期的な信頼関係を築くこと
だと考えています。投資家の皆さまにとって、投資先とし
ての当行の魅力は、利益成長の可能性を有すること、そし
て何より長年にわたり培ってきた圧倒的な信頼感にある

のではないかと私は考えています。非連続な成長フェー
ズに入るこれからの3年間は、当行にとってきわめて重要
な時期であるとともに、私自身にとっても大きな挑戦であ
り、楽しみでもあります。社会的価値と経済的価値を両立
し、中長期的にサステナブルな企業へと成長していくため、
経営の先頭に立ち、責任を持ってやり遂げる覚悟です。

ています。少しずつですが、それでも確実に当行が良い方
向に変わり始めている、その息吹を感じ始めています。

また、社長就任以来、私は全国の拠点を訪れ、社員の声
に耳を傾けてきました。就任後の2年間で140を超える組
織の社員と直接意見を交わす機会を得ました。これは私
が最も大切にしている取り組みのひとつであり、今後も継
続していきます。なぜ拠点訪問にこだわるのか――それ
は、全国に広がる素晴らしい拠点の数々と、そこで働く優
秀な社員の姿を自らの目で確かめ、その価値を、私自らが
投資家をはじめとするステークホルダーの皆さまに、自信
を持ってお伝えしたいからです。

こうした社員の力を最大限に引き出すため、人的資本
経営とサステナブルな経営体制の構築を加速させていま
す。例えば、ライフステージに応じた働き方の実現、AIを
含むデジタル活用の強化を進めるとともに、役員にはタフ
アサインメントを課すなど、次世代リーダーの育成に自ら
携わっています。社長職のサクセッションプラン検討は、指
名委員会が担いますが、幸いにも当行のビジネスを力強
く牽引する役職員に恵まれておりますし、私自身、社外取
締役から厳しくも温かい助言をいただくことも多く、大変
心強く感じています。

これまで歩んできた歴史とともに培われた、ゆうちょブ
ランドへの揺るぎない信頼。

この信頼を礎に、変革を恐れず、新たな価値創造に挑戦
してまいります。ステークホルダーの皆さまとともに、ゆ
うちょブランドをさらに高め、持続的な成長を実現すべく、
全力を尽くしてまいります。
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1 マネジメントメッセージ

トップメッセージ

A1

Q1

国際情勢や地政学リスク、日本銀行の政策金利引き
上げなど、環境が大きく変化する中、この好機を見極め、
柔軟かつ機動的な経営判断を積み重ねてきました。

前中期経営計画期間中は、「リテールビジネス」、「マー
ケットビジネス」、「Σビジネス」の3つのビジネスエンジ
ンを軸に成長戦略を推進してまいりました。リテールビ
ジネスでは、デジタルチャネルの要と位置付けるゆうちょ
通帳アプリが国内屈指の規模に成長し、お客さまとの接
点が強化されました。マーケットビジネスでは、本邦最大
級の機関投資家としての運用力と収益基盤を確立して

います。Σビジネスでは、2024年5月にGP業務を担う
100％子会社であるゆうちょキャピタルパートナーズ株
式会社を設立するなど、着実に前進しました。

その結果、当初お示しした「当期純利益4,000億円以
上」、「ROE4％以上」という財務目標を1年前倒しで達成
するとともに、3期連続で上場来最高益を更新すること
ができました。

一方で、財務目標の達成はあくまで通過点であり現状
に満足しているわけではありません。さらなる成長に向
けて、引き続き最善の経営判断を積み重ねてまいります。

前中期経営計画では目標を1年前倒しで達成しました。
社長としてこれをどのように評価していますか。

A5

Q5

今回の中期経営計画は、日本郵政株式会社による
株式売出し以前から、「売出し後にはどのような世界
が広がっているか」ということを常に考え、ステークホ
ルダーの皆さまとの対話を通じていただいたご意見
やご要望を踏まえ、徹底的に議論を重ねたうえで策
定したものです。新・中期経営計画に加えて、2040
年を見据えた中長期的な視点で、ありたい姿をビジョ
ンとして掲げました。

15年後の中長期ビジョンを実現するために、2026
から2028年度の3年間、4つの事業戦略を遂行して
いきます。（1）デジタルペイメント事業戦略、（2）コン

サルティング事業戦略、（3）市場運用・アセットマネジ
メント事業戦略、（4）地域・企業ソリューション事業戦
略です。これら4つの事業戦略を通じて、当行の強み
である郵便局を起点とする顧客・貯金基盤のさらなる
充実へとつなげていく所存です。いずれもこれまで
取り組んできたビジネスをさらに進化させ、新しいビ
ジネスにつなげるために、数年前から種まきをしてき
ました。これらに着実に取り組み、お客さまに価値を
提供してまいります。圧倒的な信頼と強固な顧客基
盤を持つ、私たちゆうちょ銀行の新たな展開にご期待
ください。

他の金融機関にはない、ゆうちょ銀行ならではの新しいビジネスを
どのように創っていきたいですか。

A4

Q4

「金利のある世界」の到来は、当行にとって大きな機
会です。円金利ポートフォリオの再構築を主軸としつ
つ、リスク性資産の投資効率改善を通じてリスクに見
合ったリターンの向上を図り、最適な運用ポートフォリ
オの実現を目指してまいります。

当行の運用ポートフォリオのうち、リスク性資産への
投資に関しては、高格付の社債を中心とするクレジッ
ト資産に加え、プライベート・エクイティ、不動産、ダイ
レクトレンディングといったオルタナティブ資産につい
ても、高品質なものに厳選して投資をしています。こう
した投資方針は、市場のボラティリティが高い局面に

おいても、当行の財務基盤の安定性と持続的な成長
を支えるものと考えています。

また、2026年4月に設立した「ゆうちょアセットマネ
ジメント株式会社」を中核として、外部のアセットマネ
ジメント会社との提携も深化させながら、特色あるア
セットマネジメントビジネスに挑戦してまいります。

これらの取り組みにより、資金収支等を足許の1.5
兆円程度から2028年度までに2.3兆円超に伸ばすこ
とを目指しています。あわせて、金利環境や信用環境
の変化を含めた各種リスクに対しては、迅速に対応で
きる体制を維持・強化してまいります。

「金利のある世界」が戻ってきました。
ゆうちょ銀行のこれからのポートフォリオについて教えてください。

A2

Q2

当行を取り巻く環境は大きく変化しています。金融
市場では、各国の金融政策の方向性が予見しがたく、
地政学リスクや資源価格の動向も相まって不確実性の
高い状態が続いています。特に、2026年2月に顕在化
した中東情勢の緊迫化は、原油価格の高止まりを通じ
て、各国のインフレ圧力や景気減速リスクを増幅させ
る可能性があり、その影響を慎重に注視しています。一
方で、日本銀行の政策転換により「金利のある世界」が
定着し、日本国債の利回りも相応に高い水準を維持し
ています。これは当行にとって大きな機会であり、引き
続き円金利ポートフォリオの再構築を着実に進めるこ

とで、中長期的に安定した高い利益成長を実現できる
と考えています。

また、生成 AIをはじめとするデジタルイノベーショ
ンの進展は、金融業界全体に大きな変化をもたらして
います。当行においても、お客さまの体験価値の向上、
新たな金融サービスの創出や抜本的な業務効率化等
に向けて、生成 AIを活用し、段階的にテクノロジーを
取り込んでまいります。日本の総人口に匹敵するお客
さま基盤を有する当行だからこそ、これらの変化を機
会と捉え、新たな価値創造に挑戦してまいります。

金利上昇、地政学リスク、AI革命など、外部環境が激変しています。
社長として外部環境をどのように認識していますでしょうか。

A3

Q3

新・中期経営計画における資本政策は、財務健全性を
確保しつつ、成長投資による利益成長を図り、株主の皆
さまに還元するというサイクルを基本方針としています。
具体的には、配当性向を50％程度とし、利益成長を通じ
た累進的な配当を実施するとともに、自己株式取得等の
追加的な株主還元についても随時検討してまいります。

また、リテールビジネスや資金運用分野などの収益力
強化、市場環境に左右されにくい収益基盤構築のために、
従来以上に積極的に成長投資にも取り組んでまいりま
す。特に、成長投資は、しっかりとリスク認識をしたうえで、
金額の目標を置くのではなく、当行の企業価値向上に資
すると判断できる機会を捉えることが重要と考えていま
す。

なお、前中期経営計画ではCET1比率の平時の目標
水準を「10％程度」としていましたが、当行が新・中期経
営計画による新しいステージに進み、利益成長に伴う
CET1比率の上昇も見込まれることも踏まえて、新たな
適正水準について経営陣で議論を重ねた結果、目安と
なるレンジ水準を示すことが適切ではないかという結論
となりました。そして、運用資産に占める有価証券投資
割合の高さといったポートフォリオ特性等を踏まえたシ
ミュレーションを重ねた結果、そのレンジを「11〜13％」
と定めました。今後とも、マーケット環境を注視しつつ、こ
のレンジ内で資本コントロールを行い、財務健全性を意
識した資本運営を行っていきます。

投資家の中には「もっと積極的に還元を」という声もあれば、「成長投資を優先すべき」
という声もあります。社長はどのように資本を振り向けていく考えでしょうか。

C o l u m n 

ゆうちょ銀行はこの度、MLBロサンゼルス・ドジャース所属の
大谷翔平選手とブランドアンバサダー契約を締結しました。

大谷選手が、絶え間ない努力の積み重ねを通じて自らの夢を
叶え、世界を舞台に前人未到の挑戦を続ける姿は、日本中に勇気
と希望を与え続けています。

一方で、選手としての活躍以外にも、スポーツ等を通じて日本
の子供たちや地域の未来を応援する様々な活動に関心を持って
取り組んでいます。

このような大谷選手の姿は、ゆうちょ銀行が目指す中長期ビ
ジョンを体現していると考えております。

ゆうちょ銀行はこれからも大谷選手と共に、日本の活気ある社
会と地域の発展に貢献してまいります。

「大谷翔平選手と共に、
つぎの“ゆうちょ”を創ります」

ゆうちょ銀行ブランドアンバサダー 取締役兼代表執行役社長
大谷 翔平 選手 笠間 貴之

Questions ＆ Answers

4 

成
長
戦
略
～
新
・
中
期
経
営
計
画
～

1 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

2 

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

3 

価
値
創
造
ス
ト
ー
リ
ー

5 

持
続
可
能
な
成
長
の
た
め
に

6 

経
営
基
盤
と
ガ
バ
ナ
ン
ス

7 

デ
ー
タ
・
業
績
ハ
イ
ラ
イ
ト

ゆうちょ銀行 統合報告書 ディスクロージャー誌 2026 ゆうちょ銀行 統合報告書 ディスクロージャー誌 202608 09


